
 
 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

不振が続く公認会計士講座、簿記検定講座をはじめ、現金ベース売上高が大きく減少する見込みです。これにより、前受
金調整額の予想が戻入超過となり、発生ベース売上高は252億４千万円（当初予想比5.5％減）を見込んでおります。また、
売上水準が減少したことに伴う売上原価及び販管費の減少並びに出版事業の予算未達に伴う返品調整引当金等の各種
引当金の戻入れを予想する結果、営業利益は８億６千６百万円（同42.4％減）を見込んでおります。営業外費用として、保
有する複合金融商品である投資有価証券に関して約２億円の運用損が生じており、これを見込んだために、経常利益は６
億２千３百万円（同58.5％減）と予想しております。当期純損益については、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
等、特別損失は当初予想通り計上されると見込まれる結果、当期純利益はゼロ（前年同期は４千万円の当期純利益）を予
想しております。 
 なお、投資有価証券運用損約２億円及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額約５億円は、キャッシュアウトを伴
う費用又は損失ではないため、当社の資金繰りは健全であります。こうした事情を鑑み、期末配当につきましては30周年記
念配当（１株当たり1.5円）を含め１株当たり10円の当初予想を維持する見込みであります。 
 新たな公認会計士試験制度の改革案が示されましたが、法改正や運用上の細部の詰め等、なお実現には曲折も予想さ
れます。ますます厳しくなる大学生の就職環境等を踏まえ、公認会計士講座だけにこだわらず、幅広く収益改善を図ってま
いります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 26,700 1,502 1,500 510 27.97

今回発表予想(B) 25,240 866 623 0 0.00

増減額(B-A) △1,460 △636 △877 △510

増減率(%) △5.5 △42.4 △58.5 ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,991 623 442 40 2.20

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 25,800 1,367 1,370 440 24.13

今回発表予想(B) 24,244 716 475 △148 △8.12

増減額(B-A) △1,556 △651 △895 △588

増減率(%) △6.0 △47.6 △65.3 ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,181 734 556 113 6.21


